
平成27年度「 運営基本方針」（ 案）

JPM協会の歴史は変革の歴史：

皆さま方のご尽力で、協会創立45周年の節目の年を無事に終え、新しい年度を迎えることが出来ました。
私たちの協会は、同業者が共有利益を保全する業界団体とは、幾分、異なります。「 プロモーション・ サービ

ス」 の、質の向上と量の拡大の必要から、多様な業種の各企業が、個々 の業界枠を超えて集まった団体です。例

えば「共通ビジョン団体」 とでも言えないでしょうか。

そのような特性を持つ団体である為に、当協会の歴史は、変革の歴史でもありました。

創立30周年に、より自由に協会活動を展開する為、創立の基であった米国POPAI連盟と袂を分かちました。
40周年の記念の年には、「 POP広告協会」から「 プロモーショナル・ マーケティング協会」へと、方向を一転し
ました。創立42周年には、新公益法人制度に基づき定款改訂を行ない、協会の存立目的を「 健全なプロモーシ
ョナル・ マーケティング産業の形成」 と規定し、この理念の下に3つの具体的な事業課題を定めました。その第
1はプロモーションの市場開発効果を向上させるための事業、第2は消費者便益性を高める活動の展開、3つ目
が遵法性を推進する施策です。

そして45周年には、「 GPA活動」の一連の施策がスタートし、販促効果だけでなく、社会価値性・遵法性を
有するプロモーション活動を推進する「 制度」が、実際に、動き始めました。具体的には、34点の応募が得られ
たプロモーション企画とツールの顕彰制度、そして 78社の会員企業に於ける「 健全なプロモーショナル・ マー
ケティング」 の社内推進の役割を担う「 GPA主査制度」の導入です。
このように、私たちの協会は、より良いプロモーション・サービスの形成に向けて、変革の歴史を積み重ねて

きました。

創立50周年に向けて、「 JPM会員価値」 を更に具体化する：

4年後の、東京オリンピックの前年に当たる2019年には、いよいよ創立50周年という大きな節目を迎えます。
例えば、その時までに「 GPA 主査制度」が全ての会員社に受け入れられれば、協会員であることの意味は、
大きく変わります。プロモーショナル・ マーケター認証資格制度は個々 人の認証制度ですが、GPA主査制度は、
協会加盟企業であることが、即、健全なプロモーショナル・ マーケティングの実施能力を備えた組織であること

の証明になり得ます。GPA基準での、プロモーションの計画・実施の管理能力を示す主査制度と、協会への加盟
が結び付けば、会員社の「サ―ビス品質差異」 を明確に示すフラッグシップになります。
いずれにせよ、今期は、幅広い討議を重ね、創立50周年という大きな節目に向け、しっかりと行き先を見据
え、協会員である意味を高め、協会の価値を深め、また入会する意義をより明快にする為に、何を具体的な目標

にすべきかを考える時ではないでしょうか。

売り抜く力。その獲得はGPA。

予想に反し、依然、大変な販売困難状況が続いています。加えて情報の流れと購買の場の変化が劇的に進み、

さらに両者は交錯し、他方では人口構成が急速に変わり、また個々 の好みの分化が「極小（ ナノ） 市場」 と呼ば

れる程に進んでいます。私たちの仕事の現場では、メディア・ ツールの多品種化・ 少量化が進み、製作規模への

依存から、広い意味でのソフト収益に期待するビジネスモデルへと転換が迫られています。

最早、かつてのように明快に市場変化を読み解き、一刀両断で解決手口を示すトレンド・アプローチは期待薄

となりました。千差万別で、且つ変幻自在な個々 の市場に、真正面から取り組むという「 基本」 に、立ち返ざる

を得ないようです。

そんな中で、唯一、共通的に提起される命題は、やはり広い意味での社会性ではないでしょうか。社会全体の

流れが、企業活動に対して、社会性・遵法性への配慮を強く求めていることは、昨今の「事件」 を待つまでもあ

りません。いよいよ、社会配慮と遵法整備が、プロモーションの実施効果を向上させる「 重要な前提」 になって

  



きました。

当期は、創立45周年を機に始動したGPA活動（社会価値性を競争軸に加えたﾌ゚ ﾛﾓーｼｮﾝの推進制度）を、着実に浸透
することが最大の課題と考えます。厳しい時代環境の中であるからこそ、業界基準に基づく周到な計画と管理が、

「 売り抜く力」 の源になり得るのではないかと考えます。

従いまして当期は、「 売り抜く力。その獲得はGPA」 に基づき、協会の基本機能である会員事業、顕彰事業、
教育事業を推進して参りたいと考えます。

運営基本方針：

以上に基づき、引き続き、理事長主導の「執行理事会」により、3副理事長管轄の3ユニット・ マネジメント
体制（ ①総務・会員サービス事業Ｕ、②人材育成関連事業Ｕ、③顕彰関連事業Ｕ）での運営により、具体的には、

以下を、今年度活動の中心に据え、協会運営を行いたいと考えます。

① 50周年に向けて、協会の価値を、また協会員である意味を高める為に、具体的目標の設定と、その達成
計画を策定する。

② GPA主査の教育・認証制度、業務遂行基準を拡充し、「 プロの証＝GPA主査」 の設置会員社を増加する。
③ 「 プロモーショナル・ マーケター」 のディレクター版の実施準備を進める。

④ プロモーション業界全体の活性化とサービス水準の向上のために協会員社増加に努める。

⑤ 協会活動の母体である「 会員力」 の更なる醸成を狙い、会員交流機会を引き続き拡充する。

以上

  


